
九
州
方
言
に
与
え
る
海
の
影
響

ー
日
本
言
語
地
図
を
使
っ
て

l

一
、
は
じ
め
に

近
年
筆
者
は
、
四
国
方
言
に
つ
い
て
拙
稿
「
四
国
方
言
の
分
類
と

位
置
」
（
「
国
文
研
究
」
第
三
十
八
号
・
一
九
九
三
、
以
下
拙
稿
B
）

の
中
で
論
じ
、
九
州
方
言
に
つ
い
て
拙
稿
「
九
州
方
言
の
統
計
的
研

究
」
（
「
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
一
巻
・
通
巻
四
七
巻
・
一

九
九
五
、
以
下
拙
稿
C
）
の
中
で
論
じ
た
。
こ
の
拙
稿
C
は
「
九
州

方
言
の
分
類
と
位
置
（
「
語
文
研
究
」
第
七
十
三
号
・
一
九
九
二
、

以
下
拙
稿
A
）
」
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
論
文
B
・

c

は
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
方
言
区
画
論
を
、
『
日
本
言
語
地
図
』
を

資
料
と
し
て
よ
り
客
観
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
意
図
に
よ
っ
て

書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
の
用
い
た
方
法
の
た
め
、
区
画

論
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
面
と
面
と
の
境
界
」
と
い
う
も
の
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
わ
り
に
各
地
方
の
都
市
相
互

間
の
言
語
的
な
親
疎
の
度
合
い
を
、
統
計
計
算
の
手
法
に
回
帰
分
析

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
非
常
に
明
確
に
示
す
こ
と
が
出
来
た
と
思

稲

1
 

・E
S

’

1慎

わ
れ
る
。

発
衰
の
段
階
で
吉
岡
泰
夫
氏
か
ら
、
比
較
の
対
象
に
し
た
の
が
ほ

と
ん
ど
各
県
の
県
庁
所
在
地
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
的
な
都
市
で
あ
っ

て
、
例
え
ば
言
語
変
化
の
少
な
い
郡
部
の
地
点
な
ど
を
主
に
取
り
上

げ
る
べ
き
だ
と
い
う
御
批
判
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
の
考

え
方
は
、
拙
稿
C
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
取
り
扱
っ
た
項

目
の
大
部
分
が
語
業
項
目
で
あ
り
、
文
法
・
音
韻
項
目
に
つ
い
て
は

ご
く
小
数
し
か
出
て
こ
な
い
事
に
つ
い
て
の
御
批
判
に
対
し
て
は
拙

稿
B
で
そ
の
考
え
方
を
述
べ
た
。

論
文
A
・
B
－

C
で
言
及
し
た
都
市
は
次
の
二
十
一
都
市
で
あ
る
。

九
州
地
方

1
北
九
州
市
、
福
岡
市
、
佐
賀
市
、
長
崎
市
、
熊
本
市
、

鹿
児
島
市
、
宮
崎
市
、
大
分
市

四
国
地
方

1
松
山
市
、
高
松
市
、
徳
島
市
、
高
知
市
、
土
佐
清
水

市

中
園
地
方

1
下
関
市
、
山
口
市
、
広
島
市
、
岡
山
市

近
畿
地
方
H
神
戸
市
、
大
阪
市
、
和
歌
山
市
、
京
都
市

-1ー



こ
れ
ま
で
論
を
進
め
て
き
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
気
づ
い
た

が
、
特
に
本
稿
で
は
海
が
言
語
伝
播
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
い
と
思
う
。
日
本
の
中
で
も
九
州
や
四
国
の
言
葉
・
方
言
を

取
り
上
げ
て
論
じ
る
と
き
は
、
特
に
海
を
は
さ
ん
で
の
互
い
の
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
州
と
の
言
語
交
流
を
抜
き
に
し
て
は
論
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

前
述
の
拙
稿
の
中
に
お
い
て
も
言
語
伝
播
に
及
ぼ
す
海
の
影
響
に

つ
い
て
各
項
で
そ
の
都
度
論
じ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
特
に
そ
の
こ

と
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
論
を
進
め
て
行
き
た
い
。
九
州
地
方
と
四
園

地
方
は
そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
は
も
っ
と
も
好
都
合
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

二
、
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
ぎ
フ
フ
、
九
州
の
回
帰
空
フ
フ

拙
稿
C
「
九
州
方
言
の
統
計
的
研
究
」
に
お
い
て
は
、
九
州
の
諸

都
市
に
中
園
地
方
の
西
部
と
四
国
の
西
部
の
都
市
を
含
め
て
考
察
し

た。
九
州
地
方

I
福
岡
市
・
北
九
州
市
・
佐
賀
市
・
長
崎
市
・
熊
本
市
・

宮
崎
市
・
大
分
市
・
鹿
児
島
市
の
八
都
市
を
対
象

中
国
地
方
H
H
山
口
市
・
下
関
市
の
二
都
市
を
対
象

九
州
地
方
を
論
じ
る
と
き
に
中
園
地
方
と
四
園
地
方
と
を
含
め
て

論
じ
た
の
で
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
も
の
と
、
そ
の
デ
l
タ
か
ら
中
園

地
方
と
四
国
地
方
を
除
い
た
も
の
と
を
比
較
す
る
と
、
海
が
ど
れ
ほ

ど
言
語
の
伝
播
に
影
響
を
与
え
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
る
。
（
デ
l
タ
は
拙
稿
C
に
記
載
）

右
記
に
あ
げ
た
九
州
・
中
四
国
十
二
都
市
に
お
け
る
言
語
の
伝
播

を
表
す
式
は
、

可

1
ω
H
・8
N∞
O
＋。・
0
8
ω
O
M
（
相
関
係
数
。
・
∞
ωNHU）
：
式
K
（注
1
）

こ
れ
に
対
し
て
、
右
記
の
諸
都
市
の
う
ち
九
州
の
八
都
市
だ
け
を

対
象
に
し
て
言
語
伝
播
の
式
を
計
算
す
る
と

可

lNω
－

N吋
8
0
＋。・
0
8
8
M
（
棺
関
係
数
0・8ω
∞
包
）
・
：
式
L
（注
2
）

式
K
・
式
L
お
よ
び
そ
れ
を
出
す
た
め
の
デ
l
タ
を
、
表
K

「九

州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
、
表
L
「
九
州
の
回
帰
」
グ
ラ
フ
で

表
し
た
。

2 

ま
ず
、
式
吋
H
H白
十
σ
u
n
に
お
い
て

a
が
大
き
い
ほ
ど
そ
れ
は
地
理

的
な
要
因
も
含
め
て
の
歴
史
的
積
み
重
ね
と
し
て
き
一
口
語
伝
播
の
障
害

が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
小
さ
い
ほ
ど
そ
れ
が
少
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
直
線
の
傾
き
を
表
わ
す
b
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
言
語
伝
播

の
度
合
い
が
悪
く
、

b
の
値
が
小
さ
い
ほ
ど
言
語
伝
播
の
度
合
い
が

良
い
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
二
つ
の
式
を
較
べ
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。

定
数

a
は
式
K
の
方
が
少
し
大
き
く
、
歴
史
的
に
見
た
場
合
の
九
州
・

中
四
国
両
地
方
と
九
州
地
方
だ
け
の
言
語
伝
播
の
障
害
の
度
合
い
は
、

臼・

8
と
h

担
当
の
差
の
N
・8
の
分
だ
け
、
や
や
九
州
内
で
の
言
語
伝

播
の
方
が
歴
史
的
障
害
が
少
な
く
、
聞
に
海
が
入
る
九
州
・
中
四
国
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「＋ Jは、中四国のデータで参考のために載せた

両
地
方
で
の
歴
史
的
障
害
の
方
が
や
や
大
き
い
と
い
う
事
が
で
き
る
。

ま
た
係
数
b
は
式
K
で
は
。
・

0
8
8、
式
L
で
は
。
・

0
8
8で
L
の

方
が

K
よ
り
H
－

h
∞
倍
（
約
ゲ
ω倍
）
大
き
い
こ
と
か
ら
、
言
語
伝
播

の
速
さ
は
九
州
の
都
市
だ
け
の
場
合
よ
り
、
九
州
の
都
市
に
中
四
国

の
都
市
を
含
ん
だ
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
方
が
H
－

h
∞
倍
（
約
ゲ
ω倍）

早
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
か
ら
次
の
如
き
事
が
言
え
よ
う
。
式
K
と
式
L
の
表
す
直
線

の
交
差
す
る
の
は

x
つ
ま
り
距
離
が
尽
叶
・
月
町
出
の
所
で
あ
る
か
ら
、

ニ
都
市
聞
の
距
離
が
そ
の
値
に
満
た
な
い
場
合
は
、
陸
続
き
の
方
が

言
語
の
異
な
り
が
少
な
い
が
、
そ
れ
を
越
え
る
と
、
逆
に
聞
に
海
が

あ
る
方
が
言
語
の
異
な
り
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り

こ
の
場
合
、
二
地
点
が
近
距
離
の
場
合
、
海
は
言
語
伝
播
の
障
害
に

な
り
う
る
が
、
あ
る
距
離
（
こ
の
場
合
ロ
叶
・
自
w
g）
を
超
え
る
と

逆
に
言
語
伝
播
に
は
有
利
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
た
だ
し

聞
に
海
が
あ
る
場
合
い
つ
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
か
と
い
う
点

も
気
に
な
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ま
り
に
遠
距
離
に
な
る
と

そ
れ
が
言
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
一
方
、
九
州
の
都
市
聞
の
言
語
交
流
が
あ
ま
り
な
い
か
ら
、
海
が

与
え
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
少
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
あ
る
一
定
の
距
離
を
過
ぎ
て
も
陸
伝
い
の
場
合
の

方
が
言
語
の
伝
播
が
近
距
離
・
遠
距
離
を
問
わ
ず
盛
ん
で
あ
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
そ
の
う
ち
機
を
改
め
て

-3-
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論
じ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
）

三
、
九
州
の
各
都
市
を
視
点
と
し
て
見
た
九
州
・
中
四
国

の
都
市
の
位
置

こ
こ
で
は
K
・
L
の
式
に
基
づ
い
て
各
都
市
を
視
点
と
し
た
グ
ラ

フ
h
j
助
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
ζ

ぅ。

凡
例

①
グ
ラ
フ
上
の
点
線
と
直
線
が
交
わ
る
と
こ
ろ
は
左
右
両
グ
ラ
フ
を

重
ね
合
わ
せ
た
と
き
の
こ
直
線
の
交
点
で
あ
る
（
尽
叶
－
N
目
白
地

占。。

①
交
点
を
中
心
に
上
下
に
の
び
る
点
線
は
各
都
市
が
お
叶
・
月
w
Bよ

り
遠
距
離
に
位
置
す
る
か
、
近
距
離
に
位
置
す
る
か
を
示
す
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

①
こ
の
破
線
よ
り
右
に
位
置
す
る
都
市
は
「
九
州
の
回
帰
グ
ラ
フ
」

で
の
方
が
視
点
と
な
る
都
市
に
言
語
的
に
近
く
、
左
に
位
置
す
る

都
市
は
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
で
の
方
が
視
点
と
な

る
都
市
に
言
語
的
に
近
い
。

＠
「
九
州
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
と
は
九
州
の
八
地
点
だ
け
で
の
デ
l
タ

に
基
づ
い
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
事
を
指
す
。
参
考
と
し
て
中
四
国
の

地
点
も
表
し
た
。

＠
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
と
は
九
州
の
八
地
点
の
他
に

北九州市を視点とした場合
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海
を
隔
て
た
右
記
の
中
四
国
の
地
点
を
含
ん
で
の
計
算
に
基
づ
い

た
グ
ラ
フ
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
九
州
の
地
点
は
白
い
四
角
、
四

国
の
地
点
は
黒
い
四
角
で
表
す
。

＠
左
の
グ
ラ
フ
は
論
文
C
で
示
し
た
も
の
、
右
の
グ
ラ
フ
は
本
稿
で

は
じ
め
て
示
す
も
の
で
あ
る
。

⑦
こ
の
論
文
で
「
言
語
的
に
近
い
」
と
い
う
表
現
は
「
直
線
か
ら
の

プ
ラ
ス
の
議
離
の
度
合
が
よ
り
小
さ
い
（
マ
イ
ナ
ス
の
隔
離
度
が

よ
り
大
き
い
こ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

↓
図
h
・
山
、
北
九
州
市
を
視
点
と
し
た
場
合

北
九
州
市
を
視
点
と
し
た
こ
つ
の
グ
ラ
フ
を
比
較
す
る
と
次
の
よ

う
な
こ
と
が
言
え
る
。

ま
ず
、
九
州
地
方
の
都
市
に
つ
い
て
。
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰

グ
ラ
フ
］
か
ら
「
九
州
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
に
目
を
移
す
と
、
福
岡
市

が
直
線
の
上
に
、
鹿
児
島
市
は
直
線
の
下
に
相
対
的
な
位
置
が
変
化

す
る
。
こ
れ
は
福
岡
市
は
中
四
国
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
北
九
州
市

と
は
あ
る
程
度
言
語
的
に
近
い
と
言
え
る
が
、
九
州
内
部
だ
け
で
考

え
る
と
、
積
極
的
に
言
語
的
に
近
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
佐
賀
市
・
長
崎
市
が
両
グ
ラ
フ
と
も
に
直
線
よ
り
上
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
福
岡
市
・
北
九
州
市
二
都
市
は
西
九
州
に
対
す
る

よ
り
も
、
中
四
国
と
言
語
的
に
近
い
と
考
え
た
方
が
い
い
事
を
示
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
大
分
市
・
宮
崎
市
も
同
様
に
北
九
州
市
に
近

い
。
熊
本
市
は
ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
で
見
て
も
そ
の
位
置
は
あ
ま
り
変

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
北
九
州
市
を
通
し
て
の
中
市
固
と
の
影
響
関
係

は
あ
ま
り
読
み
と
れ
な
い
。

縦
の
破
線
よ
り
左
に
位
置
す
る
の
は
、
福
岡
市
・
佐
賀
市
・
大
分

市
・
熊
本
市
で
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
海
の
な
い
九
州
地
方
だ
け
で
考

え
る
と
、
言
語
上
で
は
北
九
州
市
か
ら
遠
く
な
る
。
右
に
位
置
す
る

の
は
長
崎
市
・
宮
崎
市
・
鹿
児
島
市
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
海

の
な
い
「
九
州
地
方
」
で
の
方
が
、
言
語
上
近
く
な
る
。
こ
れ
は
二

直
線
の
交
点
（
阿
見
－
N

目
白
）
よ
り
近
い
都
市
は
海
を
入
れ
て
考
え

る
方
が
直
線
の
傾
き
が
相
対
的
に
緩
や
か
な
の
で
（
言
語
伝
播
の
早

さ
が
早
い
の
で
）
言
語
的
に
北
九
州
市
に
近
く
、
交
点
よ
り
遠
い
都

市
は
陸
だ
け
で
考
え
た
方
が
直
線
の
傾
き
が
相
対
的
に
急
な
の
で

（
言
語
伝
播
の
早
さ
が
遅
い
の
で
）
言
語
的
に
北
九
州
市
に
近
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
九
州
の
デ
l
タ
に
海
を
隔
て
た
中
四
国

の
デ
l
タ
を
取
り
入
れ
た
方
が
直
線
の
傾
き
が
緩
や
か
で
あ
る
、
つ

ま
り
、
言
語
伝
播
の
早
さ
が
右
記
の
よ
う
に
約
ゲ
印
倍
早
い
の
で
、

交
点
か
ら
右
、
遠
距
離
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
「
九
州
・
中
四
国
の

グ
ラ
フ
」
で
は
そ
こ
に
位
置
す
る
地
点
は
視
点
と
す
る
都
市
か
ら
の

言
語
的
距
離
が
遠
い
の
で
あ
る
。

中
四
国
の
都
市
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
交
点
よ
り
左

に
位
置
す
る
下
関
市
、
山
口
市
は
左
図
で
は
言
語
的
に
近
く
、
右
に

位
置
す
る
松
山
市
、
高
知
市
は
右
図
で
言
語
的
に
近
く
な
る
。
こ
れ

は
交
点
ま
で
は
海
が
言
語
伝
播
の
障
害
に
な
り
、
交
点
を
越
え
る
と

-5  



海
が
逆
に
言
語
伝
播
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
み
た
と
き
興
味
深
い
現
象
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
点

が
あ
げ
ら
れ
る
。
鹿
児
島
市
の
方
が
高
知
市
よ
り
も
言
葉
の
異
な
り

度
が
大
き
い
。
長
崎
市
・
宮
崎
市
よ
り
も
遠
方
に
位
置
す
る
松
山
市

が
異
な
り
度
が
小
さ
い
。
下
関
市
、
福
岡
市
、
山
口
市
、
佐
賀
市
、

熊
本
市
、
訟
山
市
の
六
都
市
と
は
似
通
っ
た
異
な
り
度
を
持
っ
て
い

て
、
こ
れ
は
北
九
州
が
こ
れ
ら
の
都
市
と
言
語
面
で
ほ
と
ん
ど
等
距

離
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

二
図
勾
・
油
、
福
岡
市
を
視
点
と
し
た
場
合

九
州
地
方
の
都
市
の
う
ち
二
つ
の
グ
ラ
フ
で
異
な
る
の
は
ま
ず
佐

賀
市
・
北
九
州
市
が
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
で
は
直
線

よ
り
下
に
位
置
す
る
の
が
、
「
九
州
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
で
は
上
に
位

置
す
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
福
岡
市
を
視
点
と
し
て
み
た
場
合
は
、

北
九
州
市
・
佐
賀
市
が
中
四
国
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
方
が
言
語

面
で
近
い
と
い
う
こ
と
を
表
す
。
熊
本
市
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

長
崎
市
、
大
分
市
は
交
点
に
近
い
の
で
、
ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
で
も

あ
ま
り
変
ら
な
い
。

宮
崎
市
・
鹿
児
島
市
は
九
州
内
だ
け
で
考
え
た
方
が
福
岡
市
と
言

語
的
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
二
都
市
の
閉
鎖
性
を
表

す
と
い
え
よ
う
。

中
園
地
方
の
下
関
市
は
交
点
よ
り
左
に
位
置
す
る
の
で
聞
に
海
を

入
れ
て
考
え
た
方
が
言
語
的
に
近
い
。
山
口
市
は
さ
ほ
ど
の
違
い
は

図 2b 
合出

場たし

印
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h
i
h

、o

d
l
H

・
L
V四

国
地
方
の
松
山
市
、
高
知
市
は
交
点
よ
り
遠
く
に
位
置
す
る
の

で
九
州
の
中
だ
け
考
え
た
方
が
言
語
的
に
近
い
。

全
体
と
し
て
見
た
と
き
に
興
味
深
い
現
象
は
ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
で

も
松
山
市
・
高
知
市
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
宮
崎
市
・
鹿
児
島
市
・
山
口
市
よ
り
も
下
に
位
置
す
る
（
言
語

的
に
近
い
）
。
四
国
の
二
都
市
と
の
関
係
で
宮
崎
市
を
見
る
と
き
日

噴
の
言
語
感
覚
と
は
大
い
に
異
な
る
。
長
崎
市
と
松
山
市
が
ほ
と
ん

ど
同
じ
異
な
り
度
合
い
で
あ
る
こ
と
も
面
白
い
現
象
で
あ
る
。

弓
図
ぬ
・
品
、
佐
賀
市
を
視
点
と
し
た
場
合

福
岡
市
が
右
の
九
州
内
だ
け
を
対
象
と
し
た
場
合
に
な
る
と
直
線

よ
り
上
に
移
行
、
佐
賀
市
か
ら
見
て
福
岡
市
は
中
四
国
を
視
座
に
入

れ
た
ほ
う
が
言
語
的
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
九
州
の
中
だ

け
で
、
考
え
た
ほ
う
が
言
語
的
に
違
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
直
線
を

境
に
上
下
位
置
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
佐
賀
市
か
ら
見

た
北
九
州
市
・
長
崎
市
・
熊
本
市
も
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
。
佐
賀

市
か
ら
は
長
崎
市
が
き
わ
め
て
言
語
的
に
近
い
。
距
離
の
上
で
半
分

く
ら
い
の
福
岡
市
よ
り
も
近
く
、
熊
本
市
も
福
岡
市
よ
り
近
く
、
佐

賀
市
・
熊
本
市
・
長
崎
市
を
一
ま
と
ま
り
と
し
た
西
九
州
言
語
圏
と

い
う
も
の
が
う
か
が
え
る
。

大
分
市
は
点
線
に
き
わ
め
て
近
い
こ
と
か
ら
あ
ま
り
そ
の
位
置
は

変
わ
ら
な
い
。

宮
崎
市
・
鹿
児
島
市
は
佐
賀
市
と
の
言
語
の
異
な
り
度
は
大
き
い

の
で
あ
る
が
九
州
内
部
だ
け
で
見
た
方
が
言
語
的
に
近
い
。
つ
ま
り
、

佐
賀
市
と
こ
れ
ら
二
都
市
は
中
四
国
と
の
関
係
を
考
え
な
い
方
が
近

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
宮
崎
市
・
庖
児
島
市
自
体
が
雷

語
的
に
閉
鎖
的
な
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

中
園
地
方
の
下
関
市
・
山
口
市
は
ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
で
も
そ
れ
ほ

ど
の
変
化
は
な
い
。
四
国
の
松
山
市
・
高
知
市
は
九
州
の
中
だ
け
で

考
え
た
方
が
言
語
的
に
近
い
と
言
え
る
の
は
九
州
内
の
言
語
伝
播
立

が
悪
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

全
体
的
に
見
て
、
ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
で
も
佐
賀
市
は
き
わ
め
て
西

九
州
の
色
彩
が
強
い
都
市
と
言
え
る
。
ま
た
、
興
味
を
引
く
こ
と
は

佐
賀
市
か
ら
見
て
遠
距
離
に
あ
る
高
知
市
が
相
対
的
に
か
な
り
近
い

下
関
市
と
異
な
り
度
が
ほ
ぼ
同
一
、
松
山
市
が
中
園
地
方
の
二
都
市

よ
り
も
言
語
的
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
、
四
国
に
対
し
て
の
言
語
的

距
離
が
近
い
点
で
あ
る
。

同
図
佃
・
品
、
長
崎
市
を
視
点
と
し
た
場
合

九
州
の
都
市
で
二
つ
の
グ
ラ
フ
の
直
線
を
上
下
す
る
都
市
は
な
い

が
、
熊
本
市
・
佐
賀
市
が
中
四
国
を
考
え
に
入
れ
た
方
が
言
語
的
に

近
く
な
る
。
福
岡
市
も
や
や
近
く
な
る
。
こ
こ
か
ら
長
崎
市
が
熊
本

市
・
佐
賀
市
・
福
岡
市
を
視
座
に
入
れ
る
と
き
は
、
中
四
国
を
考
え

に
入
れ
た
方
が
言
語
的
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
北
九
州
市
・

鹿
児
島
市
・
大
分
市
は
九
州
だ
け
で
考
え
た
方
が
近
い
が
、
そ
れ
ほ

-7 -
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ど
の
違
い
は
な
い
。
東
九
州
と
の
関
係
は
あ
ま
り
直
接
的
で
は
な
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

中
国
地
方
の
下
関
市
・
山
口
市
は
直
線
の
上
に
位
置
、
特
に
山
口

市
は
か
な
り
上
方
に
位
置
す
る
と
と
、

a
－

b
両
グ
ラ
フ
と
も
に
言

え
る
。一

方
、
四
国
の
二
都
市
で
は
松
山
市
は

a
・
b
両
グ
ラ
フ
と
も
下

に
位
置
、
高
知
市
は
め
の
グ
ラ
フ
で
は
直
線
の
下
に
位
置
。

右
の
事
か
ら
は
や
は
り
長
崎
市
で
も
、
中
園
地
方
（
下
関
市
・
山

口
市
）
よ
り
も
四
園
地
方
（
松
山
市
・
高
知
市
）
と
の
言
語
上
の
親

密
さ
が
目
立
つ
。

全
体
と
し
て
興
味
を
引
く
と
と
は
佐
賀
市
・
松
山
市
を
除
く
と
長

崎
市
が
言
語
面
で
そ
れ
ほ
ど
親
し
い
都
市
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

九
州
最
西
端
の
都
市
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
O

D
図
h
・
品
、
熊
本
市
を
視
点
と
し
た
場
合

熊
本
市
の
場
合
そ
の
大
き
な
特
徴
は
鹿
児
島
市
を
除
く
す
べ
て
の

九
州
の
都
市
が
点
線
に
よ
り
左
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
熊

本
市
は
九
州
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
地
理
上
の
特
徴
か
ら

来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
点
線
よ
り
右
に
位
置
す
る
鹿
児
島

市
も
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
位
置
し
て
、
こ
う
い
う
地
理
上
の
性
格
を
持

つ
都
市
は
他
の
九
州
の
都
市
に
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
九
州
も

諸
都
市
に
対
し
て
き
わ
め
て
求
心
的
で
あ
る
可
能
性
を
持
つ
は
ず
で
、

実
際
図
h
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
上
で
見
る
と
九
州
の

ほ
と
ん
ど
の
都
市
が
直
線
よ
り
も
下
に
位
置
す
る
。
国
防
「
九
州
の

回
帰
グ
ラ
フ
」
で
も
三
都
市
佐
賀
市
・
福
岡
市
・
北
九
州
市
が
直
線

よ
り
下
に
位
置
、
長
崎
市
・
大
分
市
・
宮
崎
市
が
き
わ
め
直
線
に
近

く
位
置
す
る
こ
と
ら
も
、
言
語
上
九
州
の
中
心
的
な
存
在
を
示
す
グ

ラ
フ
と
言
え
よ
う
。

b
の
グ
ラ
フ
で
は
直
線
L
の
両
側
に
き
わ
め
て
近
く
九
州
の
諸
都

市
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
熊
本
市
の
中
立
的
な
言
語
状
況
を
明
快

に
表
わ
し
て
い
る
。

中
国
地
方
の
山
口
市
・
下
関
市
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
、
特
に
山

口
市
は
両
グ
ラ
フ
と
も
に
於
い
て
そ
の
拍
離
度
が
大
き
く
、
中
園
地

方
と
の
疎
遠
さ
を
思
わ
せ
る
。

そ
れ
と
較
べ
松
山
市
・
高
知
市
の
ほ
う
が
ず
い
ぶ
ん
と
言
語
上
近

い
。
高
知
市
は
特
に
直
線
と
の
関
係
が
逆
に
な
る
。

全
体
と
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
鹿
児
島
市
と
距
離
に
於
い
て
は
は

る
か
に
遠
い
松
山
市
が
言
葉
の
相
違
度
に
お
い
て
あ
ま
り
違
わ
な
い

こ
と
で
あ
る
。

一
川
図
臼
・
曲
、
大
分
市
を
視
点
と
し
た
場
合

九
州
・
中
四
国
、
九
州
両
方
の
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
直
線
を
上
下

す
る
も
の
は
な
く
、
交
点
を
中
心
に
各
都
市
が
固
ま
っ
て
位
置
し
て

い
る
。
こ
れ
は
な
に
を
示
す
か
と
い
う
と
、
大
分
市
の
言
語
的
位
置

は
中
四
国
を
入
れ
て
も
入
れ
な
く
て
も
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
分
市
の
地
理
上
の
位
置
が
九
州
の
東
岸

9一
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で
あ
る
一
方
で
、
海
を
隔
て
て
中
四
国
の
都
市
と
面
し
て
い
て
、
九

州
中
四
国
の
す
べ
て
の
都
市
に
対
し
そ
の
中
心
と
し
て
位
置
し
て
い

る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
言
葉
も
そ
れ
に
応
じ
て
ど
の
中
四
国
の

都
市
と
も
比
較
的
近
い
と
言
え
る
。

言
語
上
特
に
近
い
の
は
北
九
州
市
、
宮
崎
市
で
あ
り
、
こ
れ
は
大

分
と
同
じ
東
九
州
の
言
語
圏
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

言
語
上
遠
い
も
の
は
長
崎
市
・
佐
賀
市
で
、
こ
れ
は
こ
の
二
都
市
が

最
も
西
九
州
の
方
言
の
特
色
を
持
つ
都
市
で
あ
る
と
と
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

300 200 100 400km 

四
国
の
松
山
市
・
高
知
市
は
ど
ち
ら
の
回
帰
直
線
よ
り
も
結
構
下

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
国
と
の
親
密
性
が
う
か
が
え
る
。

中
国
の
下
関
市
と
も
言
語
上
近
い
。
山
口
市
と
も
遠
い
と
は
言
え

F
A

、。

4
山
B
V右

の
グ
ラ
フ
で
は
鹿
児
島
市
が
大
分
市
に
対
し
て
の
親
密
性
が
増

す
こ
と
か
ら
、
九
州
の
中
だ
け
で
考
え
る
と
鹿
児
島
市
が
言
語
上
近

い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

。
図
九
・
泊
、
宮
崎
市
を
視
点
と
し
た
場
合

両
グ
ラ
フ
全
体
を
見
た
と
き
の
特
徴
は
遠
距
離
に
位
置
す
る
都
市

に
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
都
市
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
交
点
よ
り

近
く
に
位
置
す
る
鹿
児
島
市
・
熊
本
市
も
言
葉
が
近
し
い
と
は
積
様

的
に
は
言
え
な
い
。

九
州
の
中
で
積
極
的
に
言
葉
が
近
し
い
と
言
え
る
の
は
大
分
市
・

-10一
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北
九
州
市
で
、
特
に
大
分
市
と
は
近
い
間
柄
と
い
え
る
。
こ
れ
か
ら

宮
崎
市
は
東
九
州
言
語
聞
に
位
置
す
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
以
外
の

九
州
の
諸
都
市
と
は
ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
で
見
て
も
言
語
上
近
い
と
は

等
し
く
言
え
な
い
。

こ
の
頃
最
初
に
述
べ
た
こ
と
は
特
に
四
園
地
方
の
松
山
市
・
高
知

市
に
言
え
、
こ
の
こ
と
と
右
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
宮
崎
市
は
東
九
州

と
四
国
と
密
接
な
言
語
上
の
つ
な
が
り
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

中
園
地
方
の
山
口
・
下
関
も
右
の
九
州
の
グ
ラ
フ
に
な
る
と
近
い

と
言
え
、
右
の
グ
ラ
フ
に
は
宮
崎
の
言
語
状
況
と
い
う
も
の
が
非
常

に
明
瞭
に
で
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

入
図
h
・
品
、
鹿
児
島
市
を
視
点
と
し
た
場
合

左
の
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
で
は
九
州
の
都
市
で
直

線
L
よ
り
下
に
位
置
す
る
の
は
大
分
市
だ
け
、
右
の
「
九
州
の
回
帰

グ
ラ
フ
」
で
は
大
分
市
・
北
九
州
市
だ
け
。
最
も
距
離
が
近
い
宮
崎

市
は
九
州
島
内
だ
け
で
考
え
た
場
合
は
、
中
四
国
を
考
え
た
場
合
よ

り
も
親
密
度
は
小
さ
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
九
州
の
都
市
は
す

べ
て
直
線
K
・
L
よ
り
も
上
方
に
位
置
し
て
少
な
く
と
も
鹿
児
島
市

は
西
九
州
と
し
て
の
性
格
は
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
東
九
州
的
な
要
素
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
北
九
州
に

し
て
も
さ
ら
に
遠
い
松
山
市
と
言
語
の
相
違
度
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
、

高
知
市
も
直
線
K
・
L
よ
り
下
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
九
州
島
内

を
通
し
て
の
つ
な
が
り
と
言
う
よ
り
も
、
海
を
通
し
て
の
大
分
市
・
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北
九
州
市
と
の
つ
な
が
り
と
考
え
た
方
が
い
い
よ
う
で
あ
る
。
宮
崎

市
と
の
言
語
上
の
位
置
関
係
を
考
え
た
と
き
そ
れ
は
さ
ら
に
実
証
さ

れ
る
。全

体
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
右
の
グ
ラ
フ
で
考
え
る
と
鹿
児
島

市
の
九
州
内
で
の
独
自
性
・
孤
立
色
が
見
て
取
れ
る
が
、
右
の
グ
ラ

フ
で
考
え
る
と
そ
れ
が
薄
れ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
海
を
通
じ
て
の

四
国
・
九
州
東
北
部
と
の
結
び
つ
き
が
指
摘
で
き
る
。

四
、
ま
と
め

本
稿
は
拙
稿
C
で
論
の
中
心
と
な
っ
た
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰

グ
ラ
フ
」
に
、
新
た
に
「
九
州
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
を
つ
け
加
え
、
両

者
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
海
が
い
か
に
言
語
の
伝
擦
に
影
響

を
及
ぼ
す
か
を
考
え
て
き
た
。

ま
ず
、
二
つ
の
グ
ラ
フ
の
回
帰
直
線
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

次
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
稿
で
の
地
域
の
場
合
は
言
語
伝
播
が
早

で
の
ロ
寸
－
Muwwgま
で
で
あ
り
、
そ
れ

い
の
は
陸
上
（
九
州
島
内
）

を
越
え
る
と
海
を
間
に
は
さ
ん
だ
中
国
（
下
関
市
・
山
口
市
）
、
四

国
（
松
山
市
・
高
知
市
）
を
入
れ
て
考
え
た
方
が
早
く
な
り
、
そ
の

遣
い
は
H

－h
∞
倍
、
約
H

－U
倍
言
語
伝
婚
の
早
さ
が
増
す
こ
と
が
分
か
っ

た。

ま
た
、
九
州
内
だ
け
の
八
都
市
で
考
え
る
と
、
言
語
の
伝
播
率

（
直
線
の
傾
き
）
が
悪
く
な
る
（
大
き
く
な
る
）
の
で
、
ロ
叶
－
M
同
日

を
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
で

は
直
線
よ
り
上
に
あ
っ
た
都
市
が
下
に
な
っ
た
り
し
て
、
二
つ
の
グ

ラ
フ
で
は
都
市
の
言
語
上
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ

た
・
。
つ
ま
り
あ
る
地
点
の
言
語
的
な
位
置
と
い
う
の
は
、
比
較
の
対

象
に
す
る
地
点
に
よ
っ
て
、
か
な
り
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

「
九
州
・
中
四
国
の
回
帰
グ
ラ
フ
」
で
考
え
て
い
た
場
合
は
孤
立

の
度
合
い
が
深
い
と
み
ら
れ
た
宮
崎
市
・
鹿
児
島
市
が
「
九
州
の
回

帰
グ
ラ
フ
」
で
考
え
る
と
そ
れ
ほ
ど
孤
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
同
じ
九
州
島
内
で
の
結

び
つ
き
と
は
い
え
、
鹿
児
島
市
の
場
合
は
海
を
迂
回
し
て
の
関
係
だ

と
い
う
こ
と
、
そ
の
頃
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
九
州
地
方
は
中
国
地
方
（
下
関
市
・
山
口
市
）
と
そ
れ
ほ

ど
結
び
つ
き
が
な
く
て
、
む
し
ろ
四
国
地
方
（
松
山
市
・
高
知
市
）

と
の
結
び
つ
き
が
大
き
い
こ
と
が
九
州
島
内
だ
け
の
グ
ラ
フ
で
は
際

だ
っ
た
。

つ
ま
り
海
は
あ
る
距
離
を
超
え
る
と
言
語
伝
播
を
促
進
す
る
よ
う

に
働
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
も
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
ど
の
地
点
で
も
そ
れ
が
言
え
る
か
ど
う
か
は
後

考
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



〈
注
〉

注
1

式
K
を
算
出
す
る
た
め
に
直
線
か
ら
の
諦
離
度
＋
一

5
%以
上

の
デ

l
タ
を
示
す
。

松
山
・
下
関
市
、
北
九
州
・
松
山
問
、
福
岡
・
山
口
問
、
福

岡
・
下
関
問
、
佐
賀
・
山
口
問
、
佐
賀
・
下
関
問
、
長
崎
・

佐
賀
問
、
熊
本
・
山
口
問
、
熊
本
・
下
関
問
、
熊
本
・
福
岡

問
、
大
分
・
北
九
州
問
、
宮
崎
・
松
山
問
、
宮
崎
・
大
分
間
、

鹿
児
島
・
下
関
問
、
以
上
十
五
デ
l
タ
。
式
K
は
そ
れ
以
外

の
五
十
二
ア

l
タ
か
ら
算
出
し
た
。

こ
の
場
合
省
か
れ
た
デ

l
タ
は
な
い
。

注
2 
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